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  平成29年度
京都府社会福祉協議会 事業計画・予算
  地域で育てる権利擁護
　・成年後見制度の仕組みづくり

ひとつなぎ
夢中！ 熱中！ ふくしびと

　
目
に
は
青
葉
、
山
ほ
と

と
ぎ
す
初
鰹
。
薫
風
か
お

る
気
持
ち
の
良
い
季
節
と
な
っ
た
▼
木
々
の
緑
が

色
濃
く
な
る
こ
の
時
期
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
30
年

前
の
1
9
8
7
年
5
月
に
「
社
会
福
祉
士
及
び
介

護
福
祉
士
法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

当
時
、
社
会
福
祉
の
国
家
資
格
と
い
え
ば
、
社
会

福
祉
主
事
資
格
と
保
母
資
格
（
現
保
育
士
資
格
）

が
主
な
も
の
で
あ
り
、
医
療
分
野
に
比
べ
て
福
祉

の
分
野
は
国
家
資
格
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
国

に
は
、相
談
援
助
や
介
護
の
仕
事
の
専
門
性
を
、医

療
や
看
護
と
同
じ
国
家
資
格
と
い
う
形
で
確
立
し

よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
り
、
福
祉
の
専
門
職
と
し

て
、
社
会
福
祉
士
と
介
護
福
祉
士
の
資
格
が
定
め

ら
れ
た
▼
あ
れ
か
ら
30
年
、
社
会
福
祉
の
職
場
は

多
岐
に
わ
た
り
、
福
祉
の
技
術
や
技
能
も
格
段
に

進
歩
し
た
。
資
格
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
福

祉
で
働
く
先
達
の
歩
み
が
福
祉
の
仕
事
の
専
門
性

を
築
き
上
げ
、
そ
こ
で
働
く
私
た
ち
の
誇
り
と
や

り
が
い
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
▼
そ
の
結

果
、福
祉
で
働
く
職
員
は
大
き
く
増
加
し
た
が
、そ

れ
で
も
、国
の
介
護
人
材
需
給
推
計
に
お
い
て
、8

年
後
の
2
0
2
5
年
に
は
、
全
国
で
38
万
人
が
不

足
す
る
と
調
査
結
果
が
出
て
い
る
▼
こ
れ
ま
で
も
、

国
や
京
都
府
を
は
じ
め
福
祉
業
界
が
一
丸
と
な
っ

て
、
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
の
取
り
組

み
を
す
す
め
て
き
た
が
、
今
後
、
更
に
そ
の
取
り

組
み
を
強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
人
材
確
保
は
、

そ
の
人
の
人
生
に
寄
り
添
う
福
祉
の
仕
事
の
魅
力

や
専
門
性
を
築
き
上
げ
る
職
員
育
成
の
取
り
組
み

と
表
裏
一
体
に
あ
る
。
人
が
人
に
対
し
て
行
う
仕

事
の
質
は
、
そ
こ
で
働
く
個
人
の
力
量
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
福
祉
業
界
あ
げ
て
、

資
格
取
得
を
は
じ
め
と
し
た
職
員
の
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
と
も
、
行
政
・

団
体
・
当
事
者
と
と
も
に
福
祉
人
材
の
確
保
・
育

成
・
定
着
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
。 
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Ｔ
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「
生
活
に
困
窮
す
る
人
の
自
立
支
援
」
と

「
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
取
り
組
み
」
の
一
体
的
な
推
進

様
々
な
困
難
を
抱
え
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
人
々
の

自
立
と
自
己
実
現

● 

生
活
困
窮
者
を
は
じ
め
と
す
る
社
協
の
総
合
相
談
支
援
、
地
域
連
携
の
仕
組
み
の
構

築
協
議

● 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
お
け
る
広
報
の
強
化
、
相
談
支
援
活
動
の
充
実
と
債
権

管
理
の
強
化

●
自
己
決
定
支
援
を
重
視
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
推
進

社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
地
域
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り

●「
絆
ネ
ッ
ト
」
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
り
口
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
市
町
村
社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
機
能
の
新
た
な
展
開
へ
の
支
援

● 

社
会
的
包
摂
を
め
ざ
す
福
祉
教
育
の
推
進
（
共
生
社
会
・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
の

実
現
に
向
け
た
福
祉
教
育
実
践
研
究
会
の
実
施
）

●
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け
る
法
人
後
見
へ
の
支
援

●
家
計
相
談
支
援
活
動
の
普
及
、
実
施
体
制
の
確
立

● 「
生
活
困
窮
社
会
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
研
究
会
」
の
運
営
、
中
間
報
告
の
と
り
ま

と
め「

防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
」 と 「
被
災
者
・
被
災

地
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
災
害
支
援
活
動
」 の
推
進

● 

市
町
村
社
協
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
者
会
議
の
開
催
と
災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮

者
支
援
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
機
能
の
発
揮
に
関
す
る
検
討

●
市
町
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
相
互
支
援
体
制
の
構
築

●
京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
参
画
と
事
務
局
運
営

●
京
都
府
災
害
時
要
配
慮
者
避
難
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
参
画

●
ひ
と
声
か
け
て
支
え
あ
う
―
災
害
時
連
携
N
P
O
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
画

幅
広
い
協
働
に
よ
る
事
業
展
開

●
社
会
福
祉
関
係
団
体
と
の
連
携
促
進

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
と
の
連
携
促
進

●
共
同
募
金
運
動
へ
の
協
力
・
協
働

平成29年度 一般会計予算の概要

一般会計　実質収支のまとめ

京都府社会福祉協議会
事業計画・予算
「第４次中期計画（平成27年度～31年度）」の５つの柱にそって平成29年
度の主な重点事業を紹介します。

社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携
・
協
働
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

● 

社
会
福
祉
法
人
と
の
協
働
に
よ
る
「
わ
っ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
京
都
地
域
福
祉
創
生

事
業
）」
の
推
進

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業
の
推
進

●
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
推
進

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
、
定
着
、
育
成
の
た
め
の

総
合
的
な
事
業
推
進

●
福
祉
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
中
核
と
す
る
福
祉
人
材
確
保
対
策
の
総
合
的
推
進

●
潜
在
有
資
格
者
の
新
登
録
シ
ス
テ
ム
や
貸
付
制
度
を
活
用
し
た
事
業
の
推
進

●
無
資
格
者
に
対
す
る
事
業
の
展
開
、
新
た
な
広
報
事
業
の
推
進

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
よ
り
要
請
さ
れ
る
保
育
人
材
確
保
事
業
の
推
進

●
認
証
制
度
の
普
及
に
伴
う
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
型
研
修
等
の
研
修
体
系
再
編
整
備

●
行
政
、
養
成
校
、
各
種
団
体
と
連
携
し
た
事
業
の
取
り
組
み
の
推
進会費収入

2.8％
寄付金収入
0.3％

府補助金収入
43.2％

受託金収入
30.7％

共同募金収入
1.5％

事業収入 
12.9％

負担金収入
3.5％

受取利息収入
1.6％

その他収入
3.5％

収入内訳

社会福祉法人
・施設関連事業
43.1％

福祉サービス
利用者のための
事業
23.0％

直接府民に向けた
事業
8.9％

法人運営のための経費
12.9％

地域福祉関連事業
12.1％

支出内訳

（単位：千円）

当　初
予算額

前年度
予算額 増　減

事業収入 532,091 483,564 48,527

事業支出 544,506 484,323 60,183

事業収支差額 △ 12,415 △ 759 △ 11,656

その他の収入 12,770 120 12,650

その他の支出 72 72 0

その他の収支
差額 12,698 48 12,650

当期収支差額 283 △ 711 994

平成29年度

1

2

5 4

3

重
点
事
業

3 京都の福祉 ● 562 2京都の福祉 ● 562



増
え
続
け
る
権
利
擁
護
ニ
ー
ズ

　
〜
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
か
ら

 

見
え
て
く
る
課
題
〜

　
京
都
府
内
（
京
都
市
除
く
）
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
援
助
事
業
（
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
）（
注
１
）

の
利
用
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
実
利
用
者
数
は
平

成
24
年
度
の
5
6
1
名
か
ら
平
成
28
年
度
に
は
7
9
0

名
と
約
1
・
4
倍
に
増
加
し
、
利
用
待
機
者
も
平
成
24

年
度
の
58
名
か
ら
平
成
28
年
度
で
は
80
名
と
約
1
・
4

倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

事
業
は
成
年
後
見
制
度
（
注
２
）
に
「
つ
な
ぐ
」
役
割
を

　
「
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、
３
月
24
日
に
成
年
後
見

制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
法
律
で
は
、
市
町
村
に
基
本
計
画
の
策
定

に
努
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
本
会
主
催
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
等
の
場
で
は
、
市
町
村

の
担
当
者
か
ら
は
、
こ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
戸
惑
い
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　
本
会
は
こ
の
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
計
画
の
閣
議
決
定
に
先
立
っ
て
、
京
都
弁
護
士
会
、
京

都
司
法
書
士
会
、
京
都
社
会
福
祉
士
会
、
学
識
経
験
者
、
市
町
村
社
協
の
協
力
を
得
て
「
京
都
府

域
に
お
け
る
権
利
擁
護
・
成
年
後
見
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
検

討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
検
討
結
果
は
「
報
告
書
」
と
し
て
ま
と
め
、
京
都
府
、
府
内
市
町
村
、

市
町
村
社
協
に
提
言
を
行
い
ま
し
た
。
権
利
擁
護
・
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
取
組
み
の
方
向
性

を
紹
介
し
ま
す
。

業
に
お
け
る
支
援
実
績
か
ら
把
握
し
て
い
る
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
施
策
等
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
長
岡
京
市
社
協
で
は
行
政
、
当
事
者
団
体
、
法
律
関

係
者
、研
究
者
と
と
も
に
、地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
・

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
管
内
の

高
齢
者
関
係
事
業
所
、
障
害
者
関
係
事
業
所
の
相
談
職

を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
事
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
関
係
者
、
当
事
者
が
何

に
困
っ
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か
を
質

的
に
も
可
視
化
し
て
、
地
域
に
お
け
る
課
題
を
明
確
に

し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
援
助
事
業
か
ら
だ
け
で
は
把
握
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
生
活
問
題
を
関
係
機

関
が
共
有
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
困
り
ご
と
を
知
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
当
事
者
の
声
を
把
握
す
る

こ
と
は
権
利
擁
護
の
推
進
の
た
め
に
は
非
常
に
大
切
な

こ
と
で
す
。

相
談
機
能
の
発
揮

　
〜
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

 

の
設
置
〜

　
市
町
村
は
、
地
域
の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
責
任
主

体
と
し
て
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
機
能
の
必

要
性
を
地
域
福
祉
計
画
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
権

利
擁
護
・
成
年
後
見
制
度
の
専
門
相
談
を
行
う
、
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
置
の
施
策
化
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
社
協
は
、
法
人
後
見
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
市
町
村
が
設
置

す
る
際
は
受
託
の
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
会
は
法
人
後
見
受
任
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
育
成

機
能
な
ど
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
持
つ
と
と
も
に
、

法
人
後
見
実
施
社
協
（
注
３
）
へ
の
支
援
、
地
域
に
お
け

る
権
利
擁
護
体
制
づ
く
り
の
研
究
を
継
続
し
て
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◇　
　
　
　
◇　
　
　
　
◇

　
全
て
の
府
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
権

利
擁
護
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
本
会
で
は
「
第
４

次
中
期
計
画
（
2
0
1
5
年
度
〜
2
0
1
9
年
度
）」

で
、「
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
地
域
づ
く
り
・
仲
間
づ
く

り
・
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項
と
し
て
「
社
協
に

お
け
る
法
人
後
見
の
推
進
を
図
る
」
こ
と
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
す
べ
て
の
市
町
村
社
協
が
法

人
後
見
に
取
り
組
む
」、「
法
人
後
見
監
督
体
制
の
あ
り

方
を
検
討
し
、
府
社
協
と
し
て
具
体
的
な
対
応
を
行

う
」、「
社
協
と
後
見
活
動
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の

連
携
を
図
り
、
権
利
擁
護
体
制
を
整
え
る
」
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
は
関
係
機
関
と
連
携
、
協
議
を
図
り
、
た
と
え

認
知
症
や
障
害
等
が
原
因
で
判
断
能
力
に
不
安
が
あ
っ

て
も
、
誰
も
が
あ
ら
ゆ
る
権
利
擁
護
に
関
わ
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
等
し
く
利
用
で
き
る
よ
う
、
第
４
次
中
期

計
画
に
基
づ
き
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
住
民
、
専
門
職
、
関
係
団
体
等
が
協

働
し
、
誰
も
が
判
断
能
力
に
不
安
が
あ
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
支
え
あ
い
の
仕
組
み
づ
く
り

を
目
指
し
、
府
民
の
皆
様
に
と
っ
て
有
益
な
制
度
、
施

策
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
京
都
府
行
政
を

（
注
１
）

　
判
断
能
力
に
不
安
を
抱
え
る
高
齢
者
、
障
害
者
等

に
、
①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
、
②
日
常
的
な

金
銭
管
理
、
③
日
常
的
な
金
銭
管
理
に
伴
う
通
帳
等

の
預
か
り
、
④
紛
失
防
止
の
た
め
の
書
類
の
預
か
り

を
行
う
事
業
で
す
。

（
注
２
）

　
認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
等
の
あ
る
方
で

判
断
能
力
に
不
安
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
不
安
を
法

的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。
家
庭
裁
判
所
が
関
わ
り

身
上
監
護
や
財
産
管
理
な
ど
を
親
族
や
第
三
者
で
あ

る
弁
護
士
な
ど
が
行
い
ま
す
。
判
断
能
力
に
応
じ

て
、「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の
３
つ
の
類
型
が

あ
り
ま
す
。

（
注
３
）

　
成
年
後
見
制
度
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、
親

族
ま
た
は
弁
護
士
な
ど
の
専
門
職
個
人
が
成
年
後
見

制
度
を
必
要
と
す
る
方
々
を
法
的
に
支
援
し
ま
す

が
、
法
人
後
見
実
施
社
協
は
社
協
が
法
人
と
し
て
支

援
を
し
ま
す
。

地
域
で
育
て
る
権
利
擁
護

　
・
成
年
後
見
制
度
の
仕
組
み
づ
く
り

京
都
府
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
・
成
年
後
見
制
度
の

あ
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
報
告
書
か
ら

担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
援
助
の
「
解
約
・
終
了
」
理
由
の
う
ち
「
成
年

後
見
制
度
利
用
」
が
25
％
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
か

ら
も
分
か
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
か
ら
成

年
後
見
制
度
に
い
か
に
円
滑
に
「
つ
な
ぐ
」
仕
組
み
を

つ
く
る
か
、
成
年
後
見
制
度
の
ニ
ー
ズ
に
い
か
に
対
応

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
み
な
ら
ず
、
成
年
後

見
制
度
を
利
用
し
や
す
い
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
権

利
擁
護
体
制
の
構
築
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

地
域
住
民
の
権
利
擁
護
ニ
ー
ズ

を
明
ら
か
に
す
る

　
地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
に
向
け
、
市

町
村
行
政
に
は
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
権
利
擁
護
に
関

す
る
施
策
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
ま
ず
権
利
擁

護
ニ
ー
ズ
の
実
態
を
把
握
す
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
社
協
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事

は
じ
め
、
関
係
機
関
と
継
続
的
に
連
携
、
協
議
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
報
告
書
が
京
都
府
内
全
て
の
市
町
村
に
お
け
る

権
利
擁
護
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
事
業
の
円
滑
な

推
進
を
目
指
す
検
討
、
協
議
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。
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日常の暮らしの中にあるつながりを見
つけ結びなおす「絆ネット」の取り組み
をエピソードを通してつづります。

9

「この地域に住んでいてよかった」
す
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
活
動
し
て

い
る
メ
ン
バ
ー
で
感
激
し
活
動
の
意
義
を

あ
ら
た
め
て
共
有
し
合
い
ま
し
た
。

○ 

顔
の
見
え
る
関
係
と
対
話
が
つ
な
が
り

を
深
め
る

　
さ
て
、
こ
の
２
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
で

し
ょ
う
か
。

　
ど
ち
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
見
守
り
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
の
話
。
し
か
し
、

①
は
否
定
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、
②
は
存

在
を
認
め
ら
れ
安
心
を
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
違
い
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に

は
、
顔
の
見
え
る
関
係
や
対
話
が
あ
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
①
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

よ
う
に
、
子
育
て
に
悩
む
お
母
さ
ん
の
不

安
に
寄
り
添
う
顔
の
見
え
る
関
係
が
な
い

と
、
そ
の
見
守
り
は
監
視
の
よ
う
に
感

じ
、
孤
立
や
拒
否
を
生
む
こ
と
さ
え
あ
り

ま
す
。「
私
が
こ
こ
で
見
て
い
ま
す
。
い

つ
で
も
何
か
あ
れ
ば
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
」
そ
し
て
、「
助
け
て
！
困
っ
て
い
ま

す
」
そ
う
言
い
あ
え
る
対
話
が
あ
れ
ば
、

結
果
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
①
の
お
母
さ

ん
は
、
近
所
の
人
と
関
係
が
で
き
た
後

は
、
あ
い
さ
つ
さ
れ
る
こ
と
や
子
ど
も
の

こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り

が
た
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い

ま
す
。

○〝
地
域
〞
で
見
守
る
こ
と
の
意
味

　
最
終
回
に
あ
た
っ
て
「
ひ
と
つ
な
ぎ
」

の
連
載
で
伝
え
て
き
た
〝
地
域
〞
で
見
守

る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
有
料
の

サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
見
守
り
も
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
地
域
で
の
見
守
り
活
動
は

見
守
る
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
深
め
る
た
め
の
手

段
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
生
活
の
場
を

共
に
す
る
住
民
同
士
が
地
域
の
生
き
づ
ら

さ
を
学
び
、
自
ら
の
解
決
力
を
つ
け
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
に
意
味
が
あ
り

ま
す
。
①
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
お
母
さ
ん

は
、
自
分
が
感
じ
た
思
い
を
き
っ
か
け
に

小
さ
い
子
を
も
つ
母
親
へ
の
言
葉
か
け
や

悩
み
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま

す
。
世
代
や
時
間
を
超
え
て
理
解
し
合
い

支
え
合
う
こ
と
が
地
域
で
は
で
き
る
の
で

す
。
ま
た
、
②
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
よ
う
に

地
域
住
民
に
よ
る
見
守
り
は
「
支
援
す
る

側
」「
さ
れ
る
側
」
と
い
う
一
方
的
な
関

係
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
守
り
の
対

象
と
な
っ
た
方
は
見
守
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
に
安
心
や
自
分
の
存
在
を
誰
か
が
認
め

て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
見
守
る
側

は
「
あ
り
が
と
う
」
の
一
言
で
、
自
分
た

ち
の
役
割
を
感
じ
、
活
動
を
続
け
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
、
支
援

さ
れ
る
側
と
さ
れ
て
い
る
方
に
も
、
地
域

で
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
そ
の
人
ら
し
い

形
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
役
割
を
発

揮
し
、
輝
く
場
面
が
あ
る
の
で
す
。

　
「
こ
の
人
た
ち
が
い
て
く
れ
る
か
ら
何

か
あ
っ
た
と
き
安
心
」「
自
分
も
こ
こ
の

一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
」
と
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
、
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
を
支
え
る
力
に
な
り
ま

す
。
誰
も
が
こ
こ
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
こ
れ

か
ら
も
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

 
（
お
わ
り
）

○
２
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

　

①
今
の
地
域
に
引
っ
越
し
を
し
た
こ

ろ
、
２
歳
の
娘
は
イ
ヤ
イ
ヤ
期
の
真
っ
盛

り
。
何
を
す
る
の
も
「
自
分
で
！
」
の
大

泣
き
大
泣
き
の
毎
日
で
し
た
。
あ
る
日
、

近
所
か
ら
「
最
近
子
ど
も
の
泣
き
声
が
よ

く
聞
こ
え
る
か
ら
虐
待
が
あ
る
の
で
は
と

い
う
噂
を
聞
い
た
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
周
り
の
人
は
知
ら
な
い
人
ば
か
り
。

誰
が
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
、

そ
れ
が
私
の
こ
と
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
の
子
育
て
が
否

定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、
な
ん
と
な

く
外
に
出
る
こ
と
や
近
所
の
人
に
見
ら
れ

る
の
が
怖
く
な
り
ま
し
た
。

　

②
近
所
で
孤
独
死
が
あ
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
見
守
り
隊
を
結
成
し
、
対
象

の
方
を
中
心
に
見
守
り
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
昨
年
の
年
末
に
見
守
り
を
し
て
い

る
方
に
見
守
り
隊
の
メ
ン
バ
ー
で
年
賀
状

を
一
枚
一
枚
手
書
き
し
、
送
り
ま
し
た
。

年
が
明
け
て
、
一
通
の
は
が
き
が
集
会
所

に
届
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
一
言
、

「
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
で

困難を抱えた方のそばでできることを

奥田 幸輔さん　おくだ こうすけ
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〒613-0043
京都府久世郡久御山町島田ミスノ11番地

HP／URL：  http://www.kyoshakyo.or.jp/
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TEL.075-631-0022　FAX.075-632-3001
職種：福祉サービス利用援助事業 専門員
経験年数：４年
★ 好きな言葉：かっこ悪い、これは恥ずかしいっ
ていうことを頑張って“やらない”だけで、良い
人が周りに増えていくから。

★夢中になっている事：カメラ持って外出

☆ 

仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
就
職
活
動
を
し
て
い
た
時
、
た
ま
た

ま
目
に
し
た
新
聞
記
事
で
募
集
を
し
て

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
も
と

も
と
福
祉
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
は
な

い
素
人
で
し
た
が
、
思
い
切
っ
て
や
っ

て
み
よ
う
と
思
い
入
職
し
ま
し
た
。
以

来
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
、
住
民

参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て

支
援
・
母
子
児
童
関
係
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
関
係
な
ど
に
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

☆ 

仕
事
の
内
容
と
や
り
が
い
は
？

　
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
、
や
は
り

問
題
や
課
題
を
ク
リ
ア
し
た
時
で
す
。

例
え
ば
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
仕

事
で
は
、
判
断
能
力
の
面
で
ど
う
し
て

も
ご
自
身
だ
け
で
は
金
銭
管
理
が
難
し

い
方
が
問
題
を
乗
り
越
え
て
解
決
に

至
っ
た
瞬
間
に
携
わ
っ
た
時
で
す
。
そ

う
い
う
瞬
間
が
な
い
方
で
あ
っ
て
も
、

地
域
で
安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
時
は
、素
直
に「
良
か
っ

た
」と
思
え
ま
す
。ま
た
昨
年
度
は
熊
本

地
震
の
支
援
で
熊
本
県
西
原
村
へ
行
っ

た
り
、
そ
の
年
度
に
は
久
御
山
町
社
協

で
常
設
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
置
い
た
り
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
々
不

安
の
尽
き
な
い
仕
事
内
容
で
す
が
、
こ

の
３
年
あ
ま
り
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆ 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
過
ご
し
方
は
？

　
休
み
の
日
は
外
に
出
て
い
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

な
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
へ
通
っ
た
り
、

友
人
と
会
っ
て
は
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま

す
ね
。
そ
こ
で
刺
激
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
ら
っ
て
蓄
え
、
仕
事
に
生
か
せ
ら
れ

る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

☆ 

今
後
の
目
標（
抱
負
）は
？

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
久
御
山
で
は
な
い

で
す
が
、
こ
こ
に
住
む
一
人
一
人
の
声

に
耳
を
傾
け
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

様
々
な
立
場
の
方
々
と
連
携
し
、「
関

わ
っ
て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た
」と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

福祉の現場で働く人たちの熱い想い・メッセージを
伝えるコーナーです。京都府内で “熱い福祉”を “夢
中” で実践している方々にスポットをあてて、元気
や楽しさ、やりがいを “生” の声でお届けします。

夢中!

ふくしふくしふくしふくしびびびと
だから続けたい この仕事

びび
熱中!

最終回

４月より民生課でお世
話になることになりま
した。京都府社協の一
員として誰もが安心し
て暮らすことができる
地域を目指し、業務に
取り組んでいきます。
皆様からのご指導、ご
鞭撻を賜りますようお
願い申し上げます。

京都で生活する方々が
「自分らしく笑顔で暮
らす」ことができるよ
う、自分にできること
を精一杯努力させてい
ただきます。ご迷惑を
お掛けすると思います
が、何卒、ご指導、ご
鞭撻のほどよろしくお
願い申し上げます。

河
こう
野
の
 拓
たく
也
や

民生課主事
橋
はし
尾
お
 恭
きょうへい
平

地域福祉・ボランティア振興課主事

平成29年４月１日付
けで採用になった新
入職員を紹介します。

新入職員
紹介 コーナー

京都府社協
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京都府社会福祉協議会
からのお知らせ

　案 内　――――――――――――――
福祉施設の新設、増改築、設備整備等へ
の融資金（貸付金）が新しくなりました
　平成29年４月１日より新たに据置期
間を新設し、借入額に応じた償還期間
（最長20年）を設定しました。福祉施設
の新築、増改築、設備整備をお考えの際
は、是非融資金をご活用ください。
 ●  貸付対象法人 　社会福祉法第２条第１
項に規定する社会福祉事業に係る施設
を経営する社会福祉法人、宗教法人、一
般社団法人及び一般財団法人で、府の
区域（京都市を除く。）内に設置し、又
は設置しようとする者
 ●借入限度額 　原則5,000万円
 ●  償還期間 　500万円以下の場合５年
以内、500万円を超え1,000万円以
下の場合10年以内、1,000万円を超
え1,500万円以下の場合15年以内、
1,500万円以上20年以内
 ●  据置期間 　償還期間５年以内の場合は
１年以内、償還期間が５年を超え20年
以内の場合は２年以内

【問い合わせ先】
総務課　TEL.075-252-6291

FUKUSHI就職フェアを開催します！
　介護や福祉の仕事をしたい方、就職の
チャンスです。ぜひご参加ください！
 ●  日時 　６月17日（土）12:00～17:00
 ●  会場 　みやこめっせ３階　第３展示場
（市営地下鉄「東山」駅下車徒歩８分）
 ●  対象 　福祉職場への就職を希望する一
般・学生（来年３月卒業予定）の方

保育園就職フェアを開催します！
　保育の職場で働きたい方、就職のチャ
ンスです。ぜひご参加ください！
 ●  日時 　６月24日（土）12:30～16:00
 ●  会場 　みやこめっせ３階　第３展示場
A（市営地下鉄「東山」駅下車徒歩８分）

 ●  対象 　保育職場への就職を希望する一
般・学生（来年３月卒業予定）の方

【問い合わせ先】　京都府福祉人材・研修
センター　TEL.075-252-6297

安心して暮らせる地域づくりのパートナー
京都府社協では、賛助会員を
募集しています！
　本会は社会福祉法に基づき設立された

社会福祉法人です。京都府の地域福祉を
推進する民間団体として「福祉で地域づ
くり」を合言葉に、住み慣れた地域でだ
れもが安心して生活できる、そんなまち
づくりをめざし諸事業に取り組んでいま
す。ご理解の上、ぜひ本会の「賛助会員」
としてご支援ください。
会費額（年額）
●  賛助会員　個人１口5,000円、法人１
口10,000円で希望口数 

 ＜賛助会員の特典＞
●  京都府社会福祉協議会発行の機関紙
「京都の福祉」（年８回発行）をお送り
します。府内の福祉の最新情報がお手
元に届きます。

●  全社協出版部発行の福祉図書が割引価
格で購入できます。

●  社会福祉大会など本会主催の講演会等
のご案内を差し上げます。

賛助会員についてのお問合せ・お申込先
総務課　TEL.075-252-6291
　　　　FAX.075-252-6310
HP　http://www.kyoshakyo.or.jp/
introduction/introduction4/post-2.html

本紙は、共同募金の配分金によって
つくられています。

●  本会へのご意見等は、下記URLの「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。
http://www.kyoshakyo.or.jp 京都府社協 検索

福祉専門チームによる安心の事故対応

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成29年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（「賠償責任保険」「普通傷害保険」「労働災害総合保険」「約定履行費用保険」「動産総合保険」）です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金補償限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）
事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。
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●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

◆ 29年度新設 看護師の賠償責任補償（プラン1-①オプション2）
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